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令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　
[bookmark: DC_Fs0010]JGAP個別審査【家畜・畜産物用】申請書

鹿児島大学共同獣医学部長　　殿


[bookmark: _Hlk68708103]申請者　〒
住　所
　　会社名
申請者氏名　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
「JGAP農場用管理点と適合基準【家畜・畜産物】（2017）」に基づいた
JGAP認証審査を受けたいので、下記のとおり申請します。 

記

	１．認証を受ける施設の名称および所在地、氏名

	ふりがな
	

	(1) 名 称

	

	ふりがな
	

	(2) 所在地

	〒



	連絡先
	TEL:

	(3)JGAP責任者名


	

	(4)担当者名
　連絡先
	

TEL:          　　　E-mail


※（１）名称、（２）所在地は認証書に記載されます。
	２．　認証を受ける商品（品目・出荷の形態）☑

	□ 乳用牛
	□ 生乳
	□ 肉用牛
	□ 豚

	□ 採卵鶏
	□ 鶏卵
	□ 肉用鶏
	


	農場規模
	乳用牛：搾乳牛　　　　　頭
肉用牛：肥育牛　　　　　頭
豚：母豚　　　　　　頭　肥育豚　　　　　　頭
採卵鶏：成鶏羽数　　　　　　　　　羽
肉用鶏：飼養羽数　　　　　　　　　羽

	年間出荷数
	乳用牛：生乳出荷乳量　　　　　　　t　
肉用牛：肥育牛出荷頭数　　　　　　　　　頭
豚：肥育豚出荷頭数　　　　　　　頭
採卵鶏：鶏卵　　　　　　　tまたは個
肉用鶏：出荷羽数　　　　　　　　羽

	３．　認証を受ける生産工程カテゴリー　（当てはまるものすべてに☑）

	□ 飼養工程
	□畜産物取扱い工程　
	□ 自給飼料生産工程
(□農薬使用　□農薬使用なし)
自給飼料生産工程対象畜種
(□乳用牛　□肉用牛　□豚　
□採卵鶏　□肉用鶏)

	４．審査のタイミング

	□ 初回
	□ 維持　
	□ 更新　
（有効期限：　　年　　　月　　日）　

	５．　審査希望時期　

	第1希望：　　　　年　　　月頃
第2希望：　　　　年　　　月頃

	６．　指導者

	JGAP関連指導者名：
	

	７．実地審査参加予定者（※原則非公開となります）

	氏名及び所属：
	






	８．適合性を審査する基準

	□ JGAP農場用管理点と適合基準【家畜・畜産物】2017　
□ JGAPと農場HACCP認証基準との差分に関する文書【家畜・畜産物】2017

	．部外者農場入場ルール等あてはまるものに☑およびご記入をお願いします。
(審査員が入場する際の防疫ルールなど)

	ダウンタイム（海外渡航を除く検疫期間）
□ 特になし（飼養衛生管理基準に準ずる）
□ 同畜種で　　日
その他入場ルール：


	１０．対象農場施設情報(別途添付)　管理番号1.1の情報

	１）畜舎の情報（各施設名、所在地、床面積、収容頭(羽)数、飼養畜種）
　２）畜産物取り扱い施設の情報　※乳用牛と採卵鶏のみ
　　　（施設名、所在地、取扱い品目、搾乳方式、搾乳頭数、保管可能数量）
　３）倉庫の基本情報（名称、所在地、主要保管物：飼料、動物用医薬品等）
　４）家畜排せつ物処理施設の情報（施設名、所在地、床面積、処理方法）
　５）草地等の情報　※自給飼料生産工程が対象となっている場合
　　　（名称、所在地、面積、作付けする飼料作物名）
　６）上記施設の配置がわかる全体図（草地および農場レイアウト図）

	１１．対象農場組織情報

	１）労働者に関する情報
□ 労働者はいない
□ 労働者を雇用している
　（常時雇用　　人　臨時雇用　　人　外国人労働者　　人　障害者　　　人
　　その他　　　　）
（労働者の住込住居（寮など）　□有　　　　□無）

	２）農場組織図（経営体系がわかるもの）（別途添付）

	３）外部委託の有無
□ 無

· 有：輸送工程
委託先名称：　　　
所在地：
　 連絡先：

· 有：飼養工程・その他（第三者認証　□有　□無）
委託内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委託先名称：　　　　　　　　　　　
所在地：
連絡先：
　（預託農場の場合、預託農場を認証対象に　□ 含む　　□ 含まない）
　（預託農場飼養規模：　　　　　　　頭（羽））
　（預託農場レイアウト図　別途添付）


	１２．対象農場の飼養管理情報（別途添付）

	■2017
１）生産工程のフロー図および生産工程におけるリスク管理(評価)を文書化した書類（管理点6.1、6.2）
２）農場HACCPの認証書[複写]（差分審査のみ）（管理点1.1.1）
３）自己点検記録および是正処置完了記録（管理点2.3）
４）アニマルウェルフェアチェック表（管理点7.1）
５）農場管理の手順等を示した文書（管理点1.3）


	１３．対象農場の飼養管理情報

	■2017
１）管理番号19.2の対象となる検査機器・測定機器などの有無
　□ 対象機器なし　□ 対象機器あり（機器名　　　　　　　　　　）
２）放牧の有無
　□ 有り　　□ なし
３）エコフィードの使用
　□ 有り　　□ なし
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